


























　　　The current comprehension education, has been practiced in the fields of national language 
education, English Language Education, and Japanese-language education, etc. However, they 
are the independent fields, and are not related. If "how to teach" in these fields is related, it will 
not be difficult to determine an efficient method of improving reading comprehension. And, it 
is necessary to search for the features of how to teach each field. In this thesis, we explained 
the features of how to teach the reading method in each field. We also reported the practice of a 
Japanese expression. by the class. As a result, it has been understood that the studying pattern of 
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　OECD（経済協力開発機構）が 15 歳児を対象に実施した PISA（Programme for International 
Student Assessment）の調査結果がある。レベル 1 未満からレベル 3 の範囲では OECD 平均値より低く，


















13 ～ 14 年度科学研究費補助金基盤研究 (C)(1) 研究代表者：上村和美）の研究成果として初年次教育の


































































































































人 TOEFL iBT のスコアは，先進国の中では最低であり，言語的距離の問題を考慮しても最低グルー
プの中に分類される。また，４技能間のスコアをみても，Reading(16), Listening(16), Speaking(15), 
Writing(18) とリーディングのスコアが他の技能に比べて高いわけでもない。
　インプット理論の提唱者として知られている Krashen, S. D. は，主としてアメリカ国民のことを念
頭においているが，「読み書きはできるが，それが自由自在にできる人は少ない」と言う。そして，そ
れは，読書をすることによって達成可能であり，読書をする人には「チャンスがある」，つまり社会的








ディング）の総語彙数が約 33,500 語，副読本の総語彙数が約 59,400 語，計 59,400 語であった。およそ
6 万語という量は，典型的な英語のペーパーバック小説で約 120 ページ分に相当する分量で，そのとき
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(b) Materials simplified 
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(c) Mainly discourse 
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図 1　第二言語教育におけるコミュニケーション能力の 3 つのレベル（Allen, 1980）
　Allen (1980) は，第二言語教育においてコミュニケーション能力を育成するには 3 つのレベルが必要













　3. ２ではリーディング力の養成には，Allen(1980) の言う第 3 段階が必要不可欠であることを述べたが，
その一つの方法は，多読のアプローチを採ることである。まず，英語多読指導の効果について見てみた
い。外国語教育における多読指導の効果に関する実証的研究は国内外で行われているが，それほど多く
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よい影響を与える効果的な方法の一つと言えるであろう。
　多読指導の実施にあたっては，(1) 対象者，(2) 実施時間帯，(3) 実施期間，(4) タスクの有無と種類な
どの点においてさまざまなオプションが考えられるため，一口に多読と言っても，その実施形態は一様
ではない。過去に筆者の勤務校で実施した多読指導は，上で言及した橋本ほか (1997) とは実施形態が
やや異なり，短期大学学生 1 年生約 80 人を対象に，授業内で（80 分授業），全員が同じ読み物教材を
使い，タスクを課すものであった。ここでは，主にタスクのあり方について検討してみたい。
　授業の形式は，一冊 40 ページ前後の比較的やさしい英語で書かれた読み物（例えば，The Phantom 
of the Opera (Oxford University Press; Bookworm series), Muhammad Ali: King of the Ring ( 松柏社 ), 










①  Chapter 1 には，Helen の幼い頃の様子が描かれていますが，あなたはこ
の章を読んで，どんなことを感じましたか。
②  私 が Chapter 2 を 読 ん で 印 象 に 残 っ た 文 の １ つ は，“Helen felt new 




















3. ヘレンの 6 歳の誕生日はどんなものになりましたか。
4. What did Dr. Bell invented?










　(3) 「読み方」を暗黙的 (implicit) に教えるような［気づかせるような］発問にする。
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４．１　導入科目「大学・社会生活論」
　「大学・社会生活論」は，金沢大学における 2006 年度のカリキュラム刷新で，「初学者ゼミ」, 「体力
リフレッシュ」とともに「導入教育（大学でのアカデミックな生活を過ごす上で不可欠とされる学習技
能や態度を獲得させるための教育）」を行うための授業科目群（導入科目）の一つとして開講されたも
のである。 その学習目標は , ①できるだけ早く大学に慣れ , 大学生らしい学習法，学習態度・生活態度
を身につける , ②人権・共生の時代に必要とされる社会人としての知識・教養に触れ , その基本を理解
する , ③就職・留学・進学・ボランティア活動などについての知識を身につけ , 大学 4 年間 (6 年間）の
過ごし方やその後の将来のあり方を自ら設計できるようになることである。すなわち，大学生活・社会
生活に必要な知識・問題意識・イメージを与え , 大学の理念や自らの将来像について考えさせる授業科
目である。その授業形態は , ①１年前期 , 全学必修 , 学部・学科（2008 年度からは学類）ごとにクラス
設定４), ②授業は複数教員によるオムニバス形式５）, ③全体の授業企画は導入科目企画部会（共通教育機
構長・副機構長及び学部選出の共通教育委員会委員等で構成）が行う， ④１単位， ２段階評価（保留制
度を適用し可能な限り不可は与えない）， である。この「大学・社会生活論」では， 必携 PC ６）活用とし
て， レポートの提出， 学生の感想へのフィードバック , 「消費者被害に遭わないために」についてのアン
ケート , 授業改善のための学生アンケートなどを学習管理システムと連動したアカンサスポータル７）を
通して行う。また, 復習用や欠席学生および保留学生の再履修用に授業をビデオ撮影し, アカンサスポー






第 1 回 ガイダンス
第 2 回 図書館の利用法
第 3 回 大学の使命・学類の使命
第 4 回 人権論
第 5 回 薬物乱用問題を知ろう
第 6 回 消費者被害に遭わないために
第 7 回 留学と国際交流
第 8 回 就職・進学論
第 9 回 新聞から学ぶ
第 10 回 ボランティアと地域貢献
第 11 回 大人の交通マナー
４．２　「新聞から学ぶ」
　2008 年度の改訂の柱は，テキスト『知的キャンパスライフのすすめ』の導入，アカンサスポータル




導入も大きな変更の一つであった。「新聞から学ぶ」は，読売新聞社会部の協力により 5 月から 6 月に
かけて 3 回（法学類・地域創造学類，自然システム学類・薬学類・創薬科学類，人文学類・国際学類，












































1997  25-36 頁
３） 説明文を内容構造によって，① collection of description（記述列挙），② causation（因果関係），
③ problem-solution（問題解決），④ comparison（比較対照）の４種類に分けた，Meyer,B.J.F(1985) 
Understanding Expository Text: A Theoretical and Practical Handbook for Analyzing 
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